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7 月 4 日（火）、勿来第三小学校の児童１、２年生を対象に、「ふくしまの農育」推進事業「生きもの調査」

を学校近くの小川で実施しました。 

 県農林水産部では、県内の小学生を対象に、「食・命の大切さ」「農業・農村環境の大切さ」「自然環境の

大切さ」について理解を深めることを目的に、この事業を実施しています。 

 当日は曇り空でしたが、程よい風もあり、絶好の生きもの調査日和でした。 

講師は、アクアマリンふくしまから、城倉さん、永山さん、

春本さんをお招きし、生きものの採取方法、観察方法、特徴ま

で詳しくご指導いただきました。 

 まずは、小川へ入る前にアクアマリンふくしまの先生から、

下流に網を置き、上流側から足でガサガサと踏みつけて生き

ものを網に追い込むなど、捕まえ方を教えてもらいました。 

そして、二人一組になり、網とかごを持って調査開始！ 

 最初、児童たちは、水辺に入るのもおっかなビックリでした

が、徐々に慣れてきて、生きものが網に入ると大喜びで、積極

的に生きものに触れていました。 

採取が終わり、捕まえた生きものを水槽に移動し分類した

ところ、なんと約 20 種類にも及び、ドジョウや小魚類、エビ

やカニなどの甲殻類も捕まえることができました。 

その後、アクアマリンふくしまの先生から、生きものの特徴

から生息域まで詳しく教えていただきました。 

 

 

プロと一緒に生きもの調査！ 
 

 

01 プロと一緒に生きもの調査！ 

02 各種取組の実績（６～７月分） 

07 お知らせ 

07 いわき地方の農林水産物モニタリング検査結果 

07 いわき地方の出荷制限等品目 

07 食品表示法あれこれ 

08 「いわき直売所フォトコンテスト 2023」開催！ 

  08 いわき農林事務所公式 SNS 紹介

09 「Do you 農林業？人と自然が好きになる農林業キャンプ in 

いわき三和・田人」参加者募集中！ 

10 ６次化商品紹介  

11 高校生発！いわきテイクアウトメニュー優秀レシピ紹介 
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チェック！ 

▲ 調査方法の説明 

▲ 調査の様子 
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児童たちは、アメリカザリガニをつかんだり、ドジョウのひげ

をルーペでのぞいたりと、熱心に生きものを観察していました。 

また、普段はアクアマリンふくしまで飼育しているゲンゴロウ

やタガメを特別に観察させてもらいました。タガメは、ストロー

状の口から吐き出した消化液で、相手の体の中を溶かし、溶けた

部分を吸って捕食すると聞くと、児童たちは少し怖がっていまし

た。 

  

生きもの調査を終えて、児童たちからは、「色んな生きものがい

る事が分かった」「生きものに触れるようになった」などの感想が

ありました。 

最後に、子供たちからアクアマリンふくしまの先生方にお礼の

言葉があり、調査は終了。 

身近な農村の川辺に色々な生きものがいることを学ぶ良い機会

となり、みんな大満足の生きもの調査でした。   （農村整備部） 

   

 

 

福島県指導林家研修会がいわき市田人町旅人字弥太郎地内

において開催されました。 

県では、地域林業振興や林業後継者育成確保のため、林業経

営や技術等において地域の模範となり、地域林業振興に理解

と熱意のある方を「指導林家」として認定しています。 

現在、県内では 16 名の方が指導林家として認定され、県の

要請に基づいて、林業後継者等の実践学習に対する指導助言

や地域林業振興に関する活動に積極的に取り組まれていま

す。 

それらの活動の一環として、指導林家研修会を年に 1 回実

施していましたが、コロナ禍の影響もあり、４年ぶりの開催と

なりました。いわき市での開催となった本年度は、バイオマス

燃料向けなどの用途として近年注目されている、早生樹の実

証試験地を視察しました。         （森林林業部） 

  

福島県指導林家研修会            6月 8日（木）  

▲ 早生樹について説明を受ける指導林家の皆さん 

▲ 生きものの解説に興味津々の児童たち 

▲ 生きもの観察 

▲ コウヨウザン(6 月号参照)の実証試験地 
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いわき市中央台公民館において、いわき市内団共長連絡

協議会通常総会及び事業推進会議が開催されました。当協

議会は、いわき市内の団地共同森林施業造林組合の長が構

成メンバーとなり、林業に関する研修視察や山火事防止の

ための啓発活動、いわき市森林組合の林業コンクールへの

参加など、各地域の林業を推進する活動をしています。 

 通常総会の後に併催された事業推進会議では、当所森林

林業部職員が講師を務め、令和 5 年度の森林整備事業の

内容や、主伐・再造林の必要性などについて、説明を行い

ました。 

 内容について何点か質問の声が上がるなど、造林組合長の皆さんは熱心に耳を傾けていました。今後とも森

林整備の推進にご協力をお願いします。                        （森林林業部） 

農業者、関係機関・団体等の意見・要望を普及指導活動

等に反映させ、効率的な活動を実施することを目的に、い

わき農業普及推進懇談会を毎年開催しています。 

今年度第１回目の懇談会は、今年度の普及指導計画やこ

れまでの取組などを説明した後、構成員それぞれの立場か

らご意見やご助言をいただきました。 

また、現地調査として、新規就農者の研修受入施設とな

っている草野いちご園を訪問し、いちご栽培や研修希望者の受入状況等を実際に見ていただきました。 

懇談会でのご助言等は、今後の普及指導活動にいかしてまいります。        （農業振興普及部） 

いわき農業青年クラブ連絡協議会が、江名幼稚園で野菜

教室を開催しました。幼稚園の園庭の一部に畝を２本立て

て、園児 14 名と一緒にサツマイモを定植しました。園児た

ちはクラブ員に元気よく質問したり、楽しそうに作業して

いました。 

この日、作業中は曇り空で、植え付けが終わったタイミ

ングで雨が降り始めるという定植には絶好の天候でした。

秋には再び野菜教室を開催し、サツマイモを収穫する予定

です。               （農業振興普及部） 

第１回いわき農業普及推進懇談会を開催       6月 20日（火）  

いわき市内団共長連絡協議会           6月 19日（月）  

▲ 通常総会の開催状況 

幼稚園で野菜教室を開催            6 月 22日（木）  

▲ 懇談会の様子 

▲ 園児たちにサツマイモの植え方を教えるクラブ員 
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愛谷堰土地改良区の主催で、第 21 回治右衛門の堰「あじさい祭り」と題し、愛谷江筋の施設を巡るバスツ

アーが開催されました。このツアーは、平赤井地区にある愛谷堰頭首工から平下高久地区へと流れる農業用水

路「愛谷江筋」について理解を深めるとともに、農業水利施設の役割と維持管理の大切さを知ってもらうこと

を目的とし、例年開催されています。 

今年は夏井小学校の 4 年生 5 名が参加し、愛谷堰頭首工、茨原川
い ば ら が わ

サイフォン、北白土除塵機
き た し ら ど じ ょ じ ん き

、大越藤間
おおごえふじま

第二

排水機場を見学しました。最後に、あじさい散歩道を歩きながらゴミ拾いを行いました。 

参加した子どもたちは、土地改良区職員の説明を聞きながら、初めて見る施設に興味津々の様子でした。 

（農村整備部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福島県指導農業士会では、女性会員研修会を毎年開催しています。 

今年は、いわき地方での開催となり、エヴリート株式会社（勿来町）と大河内ひとみ氏のトルコギキョウ（山

田町）のほ場を視察しました。 

女性のみの研修会ということで、様々な話が飛び交い、終始笑顔が絶えない楽しい研修会となりました。 

研修終了後は、勿来温泉 関の湯で情報交換会を行い、会員同士の連携がより一層深められました。 

当所では、引き続き指導農業士会の活動を支援してまいります。          （農業振興普及部） 

  

▲ ちびっ子も泥んこになって田植え 

▲ あじさい遊歩道 ▲ 愛谷堰頭首工 

愛谷江筋
あ い や え す じ

はどこから流れてくるのかな？施設巡りバスツアー開催！ 6月 23日（金）  

             

福島県指導農業士会女性会員研修会を開催      7月 3日（月）  

             

▲ 女性会員研修会の様子 
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いわき管内の農林水産部出先機関（いわき農林事務所、水産事務所、水産海洋研究センター）による現地調

査として、今年度は浪江町の施設を視察しました。 

請戸地方卸売市場は、震災で被災し、令和２年４月に再開した施設です。水産事務所平田所長及び相馬双葉

漁業協同組合網谷信行氏より、漁業者数、水揚金額等の震災前との比較、水揚げされる魚種の変化等について

説明を受けました。 

有限会社柴栄水産では、代表取締役柴強氏より、早くから活魚輸送を手がけ、築地市場で高い評価を得てき

た会社の歴史、震災から営業再開までの経過について説明を受けた後、いけすや、シラスの加工設備を案内し

ていただきました。「常磐もの」の品質に誇りを持ち、請戸漁港に水揚げされる魚を流通させるために事業再

開を決断したという、熱い思いを伺いました。 

福島県高度集成材製造センターでは、センターを運営する株式会社ウッドコアの代表取締役陰山寿一氏に挨

拶をいただいた後、工場長の高増幹弥氏より、原木を製材し、乾燥、接着して集成材を製造するまでの工程を、

現場で流れを追いながら説明を受けました。集成材製造工場としては日本最大級とのことで、大型機械で大量

に生産されていく様子は圧巻でした。最大 1,250×1,250mm もの大断面の集成材を製造できるとのことで、

脱炭素に向け、様々な建築物への木材活用が期待されるものでした。             （総務部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

県では、昨年度からスタートした「福島県農林水産業振興計画」を周知するとともに、各地方の課題等を

把握して次年度の施策に反映させるため、県内 7 地方で農林業者や関係団体との意見交換会を開催していま

す。 

当所では、県いわき合同庁舎においていわき地方意見交換会を開催しました。はじめに、県から農林水産

業振興計画に基づく令和４年度実績及び令和５年度の取組概要につ

いて説明した後、いわき地方の農林業の課題や必要な取組等につい

て、意見交換がなされました。出席者からは、それぞれの団体の取

組や県への期待、担い手の確保・育成、ブランド力の向上等につい

て、様々なご意見・ご提案がありました。いただいたご意見等を今

後の農林業振興にいかし、本計画の基本目標である「『もうかる』

『誇れる』共に創るふくしまの農林水産業と農山漁村」を目指し、

各種施策に取り組んでまいります。         （企画部） 

農林水産部いわき地方出先機関の長会議 現地調査    7月 7日（金）  

             

令和５年度農林水産業振興計画いわき地方意見交換会を実施  7月 14日（金）  

             

▲ 請戸地方卸売市場  ▲ 福島県高度集成材製造センター 

▲ 意見交換会の様子 
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６月 15 日～17 日にかけて、三和町でニンニクの収穫作業

が行われました。 

ハートフルな福島で、心を込めて作ったニンニク。また、ニ

ンニクを逆さにするとハート型に見えることから、生産者の菊

田清貴さんは「ふくしまハートにんにく」と名付けたそうです。 

現在、三和ふれあい市場や長居小で販売されています。将来

的には、首都圏にも販売していきたいそうです。ニンニクを三

和町の新たな特産品にするため、奮闘は続きます！（企画部） 

 

【「ふくしまハートにんにく＋１」プロジェクト】 

○プラス１とは？ 

・「福島の食材はおいしい」「福島を応援したい」という福島 

ファンを１人でも多く増やしたい。 

・ニンニクと相性の良い福島県産の水産物や畜産物とともに 

風評被害を乗り越える 

○810（ハート）229（ニンニク）＋１とは？ 

・風教被害を払拭したい。 

・風化はしてほしくない。 

81＋0＋229＋1＝？ 

 

 

 

 

どう漁業とは、『どう（筒状の漁具）』にイワシなどの餌を入れて海底に沈め、魚を獲る漁のことをいいま

す。生きたまま水揚げすることができ、鮮度の落ちが早い「アナゴ」に適した漁法です。 

海底に一昼夜沈めた約 300 個のどうは、毎朝船上にあげられ、餌を入れかえ、再び沈められます。多いとき

には、一度に 300 尾ほどのアナゴを獲ることができます。 

福島県水産海洋研究センターの研究では、旬とされる夏期のアナゴは、冬期に比べて脂質が多く、うま味成

分であるアミノ酸も多く含まれていることが明らかとなりました。また、アナゴは「高タンパク」かつ「低カ

ロリー」で、夏バテ防止にも適しています。今年の土用の丑の日は、ウナギではなくアナゴを食べてみてはい

かがでしょうか。                                  （水産事務所） 

どう漁業 

三和町産のニンニクできました！ 

             

▲ どう漁業で水揚げされたアナゴ ▲ 海中投入前のどう（船上） 

▲ 素敵なパッケージの「ふくしまハートニンニク」 

▲ 三和町のかあちゃんたちによる収穫作業 
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基本的には、外装（小売のための包装）に表示を行います。 

①単なる詰め合わせ商品で、詰め合わせ食品の一つ一つに表示があり、外装が透明で内装の表示が見える場合 

→外装への表示は不要です。 

②詰め合わせたものを全て使用して食することを意図した商品の場合（例：カップ麺、鍋セット等） 

  →全体を一つの食品とみなし、当該加工食品の原材料として、外装に全て表示してください。 

③弁当や刺身等にしょうゆやタレ等の調味液が付属しており、調味液の表示が見える場合 

（例：弁当に小袋で付属する醤油、かつおのたたきに付属するタレ等） 

→単なる詰め合わせ商品とみなし、外装への表示は不要です。 

□ 農林畜産物の検査結果 

令和５年６月の農林畜産物モニタリング検査では、11 品目 19 検体を検査し、全ての検体について放射性セシウ

ムは検出されませんでした。内訳は表１のとおりです。                      （企画部） 

 

□ 海産魚介類の検査結果 

令和５年６月の水産物モニタリング検査では、162 検体の海産魚介類を検査し、全ての検体について放射性セシ

ウムは検出されませんでした。                                （水産事務所） 

 

令和５年６月末現在、いわき地方の農林畜水産物のうち、出荷制限等の対象となっている品目は（表２）のとおり

です。出荷制限等品目は、出荷・販売だけでなく、宿泊施設等での提供や加工用原材料として使用することもできま

せん。また、自主検査等により基準値（100Bq/kg）以下であっても出荷・販売はできませんのでご注意ください。                     

（企画部） 

 

 

個包装された食品の詰め合わせを販売する際に、表示をどこにすればよいか？という問い合わせをいただくことがあり

ます。様々なパターンがありますが、代表的なものをご紹介しますので、表示作成の参考にしてください。 

   

  

 ただし、以下の場合には、他の方法によることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 その他詳細は、食品表示基準Ｑ＆Ａ 加工-247～252 をご確認ください。 

（企画部） 

制限、自粛 区 分 品 目 

出荷制限 

山 菜 
たけのこ、ぜんまい、たらのめ（野生のものに限る）、わらび（野生のものに限る）※1、
こしあぶら 

きのこ 原木なめこ（露地）、野生きのこ※2 

海産魚介類 クロソイ 

出荷自粛 山 菜 さんしょう（野生のものに限る） 

（表１）品目と検体数 

 
ホウレンソウ（施設）1、バレイショ１、タマネギ１、グリーンピース１、サヤインゲン 1、ダイコン１、大麦１、

小麦１、菌床きくらげ（施設）１、牛肉９、原乳 1     

（表２）農林畜水産物の出荷制限等品目（令和５年６月末現在） 

お知らせ 

いわき地方の農林水産物モニタリング検査結果（令和５年６月分） 

いわき地方の出荷制限等品目 

※1 わらび(栽培)で出荷・販売できるものは、安全性が確認されたほ場で生産されたものに限ります。(市内該当生産者 15 名のみ) 

※2 野生きのこは、摂取も制限されています。 

食品表示法あれこれ ④詰め合わせ商品の食品表示 
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いわき産農林産物や直売所の魅力を消費者の皆さまに知っていただくため、SNS 等を活用したフォトコンテ

スト（「おいしい ふくしま いただきます！」キャンペーン）を実施します。 

■応募期間 令和５年８月 1 日（火）～1０月３1 日（火） 

■応募方法 

〈Instagram または Facebook からの応募〉 

①以下の写真を撮影 

 A：対象店舗の外観 

B：対象店舗で購入した農林産物（加工品も可） 

C：対象店舗で購入した農林産物を使用した料理（任意） 

※１つの投稿で添付可能な写真は１～４枚とします。 

②当所公式 Instagram アカウント（＠iwaki_nourin）または

Facebook アカウント（福島県いわき農林事務所）をフォロー 

③ハッシュタグ「#いわき直売所フォトコンテスト 202３」をつけて Instagram または Facebook に投稿

（コメントには、購入した農林産物の感想や直売所の魅力を記載してください。） 

〈メールからの応募〉 

コメントを記載したメールに写真を添付し、kikaku.af07@pref.fukushima.lg.jp 宛てに送信してください。 

（応募内容は公式アカウントで紹介します。） 

■賞品 

所長賞（１名）：いわき産「福､笑い」新米 4 kg＋６次化商品詰め合わせ（計 7,000 円相当） 

次長賞（１名）：いわき産「福､笑い」新米 2kg＋６次化商品詰め合わせ（計 5,000 円相当） 

参加特別賞（抽選で 25 名）：いわき産「福､笑い」新米２合＋６次化商品（計 2,５00 円相当） 

■主催・お問い合わせ：福島県いわき農林事務所 企画部（TEL：0246-24-6197） 

※対象店舗、注意事項等については、当所 HP をご覧ください。（令和５年８月１日（火）更新予定） 

https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/36270a/itakyan-photocon2023.html      （企画部）               

 

当所では、Instagram・Facebook を活用して、いわき地域の農林水産業に関する

旬な情報をお届けしています。ぜひぜひフォローお願いします！    （企画部） 

 

  

「いわき直売所フォトコンテスト２０２３」開催！ 

（必須） 

いわき農林事務所公式 Instagram・Facebook紹介 

▲ Facebook 

▲ Instagram 

https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/36270a/itakyan-photocon2023.html
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首都圏及び県内の大学生等を対象に、いわき市三和町・

田人町で農林業体験や地域の方々との交流ができる、１泊

２日のツアーを実施します。友人やサークル仲間など、お

誘い合わせの上、ぜひご参加下さい！ 

■日 程：９月２日（土）～３日（日）※１泊２日 

■対 象：首都圏及び県内の大学生 

（短期大学・高等専門学校(４年生以上)を含む） 

■参加費：5,000 円 

■定 員：20 名 

■内 容：農林業体験、地域住民との夕食交流会（ＢＢＱ）、 

     木工ワークショップなど 

     ※宿泊先：ハッシュ村（テント泊） 

■主 催：県いわき農林事務所 

■募集期限：８月 1１日（金）15:00 まで 

■お問合せ：株式会社福島民報社いわき支社 

      TEL：0246-23-3232 

■応募フォーム：https://www.mwt-mice.com/events/taiken-tour2023/login 

詳細については、以下の URL をご覧ください。 

https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/36270a/r5-nk-boshu.html    （企画部） 

当ニュース５月号で田植えの様子をお届けした「いわきハ

タチ酒プロジェクト 第 6 期」。ほ場の現在の様子をお届け

するため、写真に収めてきました！ 

田植え当時、手のひらサイズだった「夢の香」の苗はぐん

ぐん伸び、茎の数も増えて逞しくなっていました。 

事務局の担当者によると、生育状況を踏まえて、稲刈り

実施日の見込みをつけていくとのこと。 

今後の活動が楽しみです！                （企画部） 

 

 

「Do you農
know

林業？人と自然が好きになる農林業キャンプ inいわき三和・田人」 参加者募集中！ 

▲ 応募フォーム 

いわきハタチ酒プロジェクト ～二十歳の年の、米作りから酒造り体験～  

第６期 酒米「夢の香」ぐんぐん生長中！       7月 19日（水） 

▲ 青々とした田んぼ 

https://www.mwt-mice.com/events/taiken-tour2023/login
https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/36270a/r5-nk-boshu.html
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下段の６次化商品紹介コーナー掲載の、「サンシャインいわきすだちサワーエール」に使用されているすだ

ちの生産者である田中清さんのほ場（四倉町）にお邪魔してきました。 

県内でも珍しい柑橘類の栽培は、福岡県出身の田中さんが平成９年から始めました。かぼすの苗木 10 本か

ら始まり、現在ではかぼす約 220 本、すだち約 25 本に拡大。宮崎県特産の柑橘へべすも試験的に栽培してい

るそうです。ほ場には、かわいいサイズのかぼすやすだちがたくさん実っており、秋頃の収穫に向けてすくす

く生長しています。 

田中さんのかぼすやすだちは、サワーエールを始めとして様々な商品に使用されているほか、道の駅よつく

ら港（四倉町）や産直市場 田舎んぼ（草木台）などの直売所で秋頃から販売されます（販売はかぼすのみ）。

「これからはもっと栽培に力を入れていく」と意気込んでいる田中さん。いわき市唯一のかぼすとすだちの今

後が楽しみです。                                    （企画部） 

  

こだわりと美味しさがつまった 
いわき自慢の６次化商品をご紹介します 

いわきのかぼすとすだち・生産者を紹介！ 

▲ 約 1～2cm のかわいいすだちの実 ▲ 田中さんと栽培当初から唯一残っているかぼすの木 
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昨年度、地元農林産物の魅力を発信するため、市内の高校生と飲食店等が共同でテイクアウト商品を開発し

た「第３回高校生発！いわきテイクアウトメニュー開発」。当所のホームページにレシピ集を公開中です！ 

今回は「ダイニングキッチン月海-Ruu-」のおすすめレシピ「ゴロゴロ野菜のキーマカレー」をご紹介！  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

レシピ集はこちら！ 

第３回高校生発！いわきテイクアウトメニュー開発 優秀レシピ紹介 vol.5 

（応募時） 

【レシピを参考に作ってみた！】 

材料だけ揃えて、思うがまま調理しました（とろけるチーズだけ買い忘れました）。今

が旬の桃で甘味を出し、水気は少し残したままのキーマカレー。 

トマトは、いわき産のフルーツトマトを魚を焼くグリルで焼き上げ、夏野菜の代表格ナ

スは油で焼き、それぞれカレーに添えて出来上がり。焼きトマトを崩してカレーと一緒に

食べると味変で美味しい。焼きナスも相性抜群！レタスで巻いてもよし！ 

暑い夏は、キーマカレーで乗り切りましょう！              （よも） 



いわき農林水産ニュース 令和５年７月号（第２２１号） 

 

- 12 - 

 

和町 

あとがき 

 いよいよ本格的な夏の始まりです！暑い日が続きます

が、こまめに水分を補給して熱中症にならないよう注意し

ましょう。 

 先月号でご紹介した、山田町の田んぼアートが見頃を迎

えたということで、見に行って来ました。地元の小学生が

デザインした今年の干支である兎（うさぎ）が可愛らしく

描かれていました。「1400 のネタばらし」でも動画を公

開する予定ですが、是非現地に足を運んでご覧ください。 

また、８月から「おいしい ふくしま いただきます！」

キャンペーンとして「直売所フォトコンテスト２０２３」

を開催します。ご応募お待ちしてます！   （Ｔ・Ｍ） 

  

今月号に掲載した場所はこちら！ 
 

８８ 

６ 

国道 

高速 

いわき市 
ＭＡＰ 

① 勿来第三小学校（p.1） 

   勿来町酒井北ノ内 

② 福島県指導林家研修会（p.2） 

田人町旅人字弥太郎 

③ 江名幼稚園（p.3） 

 江名字上代 

④ 愛谷堰頭首工（p.4） 

      平赤井字大作場 

⑤ 三和町ふれあい市場（p.6） 

 三和町下市萱 

⑥ かぼすとすだちほ場（P.10） 

 四倉町山田小湊 

⑦ 福島県南酒販株式会社いわき支店（P.10） 

   平赤井字畑子沢１－６１ 

⑧ ダイニングキッチン月海-Ruu-(p.11) 

植田町中央一丁目３－３ 

 

【リンドウの出荷が始まりました】※表紙の写真について 
いわき市では、「かせん極早生」という品種が一番初めに出荷されます。 
鮮やかな青紫色を見ていると、夏が近づいてきたなあと感じます。 
これからお盆に向けて、数種類の品種が咲き始めます。 
よく見ると、葉や花の形、花の色等が違うので、観察してみると面白いですよ！ 
是非、直売所やスーパーなどで購入して、花の形や色等を見比べてください！ 
お気に入りのリンドウが見つかるかもしれません！                       （農業振興普及部） 

 

https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/36270a/iwnorin-k24836.html

